
PDF issue: 2025-07-10

宮﨑伸光先生のご逝去を悼む

中野, 勝郎 / NAKANO, Katsuro

(出版者 / Publisher)
法学志林協会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法学志林 / Review of law and political sciences

(巻 / Volume)
119

(号 / Number)
2

(開始ページ / Start Page)
1

(終了ページ / End Page)
3

(発行年 / Year)
2021-10-22



宮
﨑
伸
光
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む
（
中
野
）�

一

宮
﨑
伸
光
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

法
学
部
長

　
中

　
野

　
勝

　
郎

　
宮
﨑
伸
光
先
生
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
、
膵
頭
部
癌
に
よ
り
、
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。
享
年
六
四
歳
。
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る

死
で
あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
教
務
お
よ
び
学
務
に
た
い
す
る
先
生
の
献
身
度
の
高
さ
を
思
う
と
き
、
一
周
忌
を
過
ぎ
て
な
お
、
先
生
が
今

は
も
う
こ
こ
に
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
意
味
の
大
き
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
﨑
先
生
は
、
一
九
五
七
年
三
月
二
〇
日
、
東
京
都
世
田
谷
区
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
三
月
に
、
横
浜
市
立
大
学

文
理
学
部
を
ご
卒
業
後
、
高
等
学
校
教
員
と
し
て
勤
務
な
さ
り
な
が
ら
、
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
（
政
治
学
専

攻
）
を
修
了
さ
れ
、
そ
の
後
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
（
現
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
所
）
の
常
任
研
究
員
（
一
九
八
八
年
〜
二
〇
〇
二

年
（
こ
の
間
、
財
団
法
人
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
へ
の
派
遣
出
向
あ
り
）
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、
法
政
大
学
法
学
部
に
教
授

と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
﨑
先
生
は
、
自
治
行
政
論
、
地
域
政
治
論
、
消
防
行
政
、
公
共
政
策
、
行
政
学
を
専
攻
さ
れ
、
法
政
大
学
法
学
部
で
は
、
自
治
体
論
、

演
習
、
公
共
政
策
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
担
当
さ
れ
、
現
代
政
策
学
特
講
I
・
II
に
つ
い
て
は
両
科
目
の
開
講
に
向
け
た
準
備
作
業
に
中

心
的
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
に
お
い
て
は
、
一
年
間
副
学
生
部
長
を
お
務
め
に
な
っ
た
後
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
六
年
間
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
学
生
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
全
般
を
統
括
す
る
任
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
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法
学
志
林

　
第
一
一
九
巻

　
第
二
号�

二

　『
法
学
志
林
』
に
は
、
宮
﨑
先
生
の
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
消
防
行
政
に
か
ん
す
る
論
文
が
三
本
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
「
抜
本
的
行
政
制
度
改
革
に
お
け
る
漸
変
性
と
跛
行
性—

警
防
団
か
ら
消
防
団
へ
」（『
法
学
志
林
』
第
九
八
巻
第
四
号

（
二
〇
〇
一
年
三
月
））
で
は
、
明
治
憲
法
下
、
民
間
団
体
で
あ
っ
た
防
護
団
と
警
察
組
織
の
一
部
で
あ
っ
た
消
防
組
と
が
統
合
さ
れ
て
設

け
ら
れ
た
警
防
団
が
、
戦
後
に
改
組
さ
れ
て
消
防
団
に
な
っ
て
い
っ
た
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
行
政
制
度
の
抜
本
的
改
革
が
行
な
わ
れ

て
い
く
過
程
の
特
質
が
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
組
織
を
め
ぐ
る
研
究
の
な
か
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
消
防
が
宮
﨑
先
生
の

主
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
お
人
柄
を
彷
彿
と
さ
せ
る
選
択
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
周
辺
に
置
か
れ
て
い
た
も

の
へ
の
視
線
は
、「
琉
球
立
法
院
消
防
組
織
法
の
沿
革
」（『
法
学
志
林
』
第
一
一
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
））
に
も
現
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
お
け
る
消
防
行
政
が
本
土
の
消
防
行
政
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
統
治
の
有
り
様
の
一
端
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
政
策
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は

北
海
道
夕
張
市
を
、
現
代
政
策
学
特
講
II
に
お
い
て
は
沖
縄
県
を
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
所
と
し
て
先
生
が
選
ば
れ
た
こ

と
も
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
い
ま
す
と
「
傍
役
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
（「
主
役
（
中
央
・
中
心
）」
で
は
な
く
）

へ
の
着
目
は
、
研
究
に
お
い
て
も
教
育
に
お
い
て
も
、
宮
﨑
先
生
の
哲
学
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
研
究
分
野
が
行
政
の
現
場
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
た
め
、
宮
﨑
先
生
の
諸
論
文
の
多
く
は
、
行
政
の
実
務
担
当
者
が
多
く
読
む
で
あ

ろ
う
雑
誌
・
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
先
生
は
、
対
外
的
に
は
、
多
く
の
自
治
体
の
職
員
研
修
や
外
部
評
価
な
ど
の
作

業
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
学
知
が
実
践
の
場
で
検
証
さ
れ
、
実
践
の
場
で
の
営
み
が
研
究
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
と
い
う
理
論
と
実
践
と
の
往
復
運
動
の
場
で
研
究
者
生
活
を
お
送
り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
場
を
も
た
な
い
歴
史
学
に

身
を
置
い
て
い
る
わ
た
く
し
に
は
羨
ま
し
く
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
践
か
ら
の
批
判
に
つ
ね
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
研
究
を
つ

づ
け
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し
が
想
像
す
る
以
上
に
厳
し
い
営
み
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
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宮
﨑
先
生
を
語
る
と
き
、
学
生
部
（
改
組
さ
れ
て
学
生
セ
ン
タ
ー
）
の
中
心
的
な
教
員
と
し
て
、
学
生
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を

欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
時
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
な
が
ら
も
、
親
身
に
な
っ
て
学
生
に
接
し
つ
づ
け
、
解
決
の
む
ず
か
し
い
諸
問
題

と
格
闘
な
さ
っ
た
献
身
的
振
る
舞
い
は
、
法
政
大
学
教
職
員
挙
げ
て
感
謝
す
べ
き
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
経
歴
と
業
績
に
触
れ
る
だ
け
で
も
、
宮
﨑
先
生
が
生
き
ら
れ
た
生
を
追
体
験
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
し
て
、
追
体
験
す
る
者
の
う
ち
に
は
宮
﨑
先
生
は
生
き
つ
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
学
・
学
部
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
た
先
生
に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
な
が
ら
も
、
本
誌
が
先
生
を
偲
ぶ
縁
で
は
な
く
、
と
も
に
生
き
る
糧
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
、
追
悼
の
言
葉
を
認
め
ま
す
。
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